
23L001 担当形態

開講学期 2

教科書
[書名／著者
名／出版社]

教科書なし

受講生への
メッセージ

1回目から15回目まで、それぞれ狙いをもって授業を行います。学生の皆さんは、それぞれの講師の
願いや思いををしっかり受け止め、人間力を高めてください。

参考書
[書名／著者
名／出版社]

なし

第8回 学科横断的内容②（食生活と健康）
受講後、自らの食生活を振り返り、レポートに
まとめる

事前・事後
学修時間

(分／授業1回）
180分／授業1回

受講後、感想をレポートにまとめる

第7回 ＳＤＧｓについて学ぶ〔外部講師〕
受講後、グループごとにＳＤＧｓに関する取組
について話し合い、結果を各自レポートにまと
める

第15回 人権について考える②、振り返り
受講後、感想及び今後の決意をレポートにま
とめる

第6回 社会を知る　（成人年齢１８歳で何が変わる？）　〔外部講師〕 受講後、自らの考えをレポートにまとめる 第14回 学科横断的内容③（音楽コンサート）

受講後、人権に関する自らの考えをレポート
にまとめる

第5回 一般教養を学ぶ③ 受講後、指示された課題を解く 第13回
キャリアについて考える②　（職業情報フォーラム）〔外部講
師〕

受講後、今後の就職活動への取組についてレ
ポートにまとめる

第4回 一般教養を学ぶ② 受講後、指示された課題を解く 第12回 人権について考える①　（胎児の人権について）〔外部講師〕

受講後、自己分析シートの作成を行う

第3回 一般教養を学ぶ① 受講後、指示された課題を解く 第11回 社会を知る（年金セミナー）〔外部講師〕
受講後、年金制度についてレポートにまとめ
る

第2回 学科横断的内容①（情報リテラシーについて）
受講後、指示された項目についてレポートにま
とめる

第10回 キャリアについて考える①（就職活動セミナー）

事前・事後学修

第1回 大学を知る・自分を知る（建学の精神、本学の歴史を学ぶ等）
受講後、自己紹介シートを記入・作成し、提出
する

第9回 平和について考える　（長崎と平和）〔外部講師〕
受講後、平和について自らの考えをレポート
にまとめる

回数 授業計画 事前・事後学修 回数 授業計画

授業の主題
この科目は、学生として、また社会人として求められる知識や能力及び多元的で、柔軟なものの見方、考え
方、行動力などを身に付けてほしいとの願いを込めて開講しています。

課題等への対応
(フィードバックの方法等)

提出されたレポート（提出物）は、その都度評価します。

授業の方法
第３回目～第５回目は基礎学力を確認するテストを行います。また、３回にわたり、学科・コース教員によ
る授業を行います。授業終了後には、毎回レポートまたは成果物を提出してもらいます。

アクティブ・ラーニングの
実施方法

〇「ＳＤＧｓについて学ぶ」では、グループワーク（班別活動）を行います。

科目区分

実務の経験を有する教員担当科目
実務の経験内容及び

科目との関連

科目に含める
ことが必要な

事項

授業形態 講義 履修条件
教育職員免許法

施行規則に
定める

科目区分等

担当者 玉島　健二 オムニバス

対象学科・
コース

生活創造学科　ビジネ
ス・医療秘書コース

配当年次 1年次 通年 単位数
必修・選択

の別
必修 免許・資格要件

科目区分 教養科目 授業科目名 初年次セミナー 科目コード



定
期
試
験

臨
時
試
験

提
出
物

発
表
内
容

受
講
態
度

実
習
評
価

レベル１

（Ｆ：59%以下）

①
誠実性

60 60

提出回数が１００％を
下回り、提出物は妥当
な内容の記述ができな
い（文章量５０％未
満）

②
倫理観

③
知識

30 30

高等学校までの基礎学
力が身に付いておら
ず、他の科目の学修等
に応用できない（正答
率３９％以下）

④
技能

⑤
数量的
スキル

⑥
問題

解決力
10 10

班内で決めたテーマに
沿って解決策を１つも
提案できなかった

⑦
言語的
スキル

⑧
コミュ
ニケー
ション
スキル

⑨
主体性

⑩
協働性

100 30 70合計

実
践

行
動
・
応
用

班内で決めたテーマに
沿って解決策を３つ提
案できる

班内で決めたテーマに
沿って解決策を１・２個
提案できる

表
現

班内で決めたテーマに
沿って解決策を提案で
きる

班活動の中でテーマに
沿って解決策を提案で
きる力

ＳＤＧｓに関する班活動
における提案数

班内で決めたテーマに
沿って解決策を５つ以
上提案できる

班内で決めたテーマに
沿って解決策を４つ提
案できる

基礎学力チェックテスト

高等学校までの基礎学
力を十分に身に付け、
他の科目の学修等に応
用できる（正答率７
０％以上）

高等学校までの基礎学
力を身に付け、他の科
目の学修等に応用でき
る（正答率６９～６
０％）

高等学校までの基礎学
力をある程度身に付
け、他の科目の学修等
に応用できる（正答率
５９～５０％）

高等学校までの基礎学力
をある程度身に付け、他
の科目の学修等にある程
度応用できる（正答率４
９～４０％）

提出物の提出回数、文章
量

提出回数１００％厳守
し、提出物は十分な内
容の記述ができる（文
章量９５％以上）

提出回数１００％厳守
し、提出物は概ね十分
な内容の記述ができる
（文章量９０％程度）

提出回数１００％厳守
し、提出物はある程度
の内容の記述ができる
（文章量８０％程度）

提出回数１００％厳守
し、提出物は妥当な内容
の記述ができる（文章量
５０％程度）

観
点

尽
心

態
度
・
志
向

提出物を指示された期
日までに提出できる

指示された期日までに
提出しようとする姿
勢、真面目さ

創
造

知
識
・
技
能

高等学校までの基礎学
力を十分に身に付け、
他の科目の学修等に応
用できる

国語、数学、一般常識
等に関する基礎学力

思
考
・
判
断

評価基準

学
修
成
果
の
大
分
類

学修成
果の

中分類
[10の
力]

学
修
成
果
の

配
点
比
率

(

%

)

評価方法の配点比率（％） 学修成果の小分類 尺度

学修成果の到達目標 修得する能力 評価方法／評価指標
レベル５

（Ｓ：100～90%）

レベル４

（Ａ：89～80%）

レベル３

（Ｂ：79～70%）

レベル２

（Ｃ：69～60%）


